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ベニザケ腎臓の複合脂質

(サケ・マス類の脂質 第 11報)

小川 晃・座間宏一・五十嵐久尚

Conjugated Lipids of the Red Salmon Kidney 

江..ipidsof saImonoid宣shesXI) 

Akira OGA W A， KoIchi ZAMA and Hisanao IGARAS田

Abstract 

Conjug拘 dIipid目wereprepared fromもhered salmon kidney. The chrom抗0・
gr晶phicr，問。lutionof these conjug抗edIipids confirmed the presence of phospha-
tidyl choline， amino-phospholipids and自phingomyelin品目 m晶.jorcomponen旬， and 
also the acetal types of ethanol晶minephospholipids and choline phospholipids品目

mmor on倒.

The fatty acids of PC and PE ωmpr帥 d晶 large晶mounもofpalmitic and oc凶-

desenoic acid，色ogeもherwith晶small乱mountof stearic， ei∞senoic， ei回目晶，pent腕 noic
晶nddocos晶hexaenoicacid. 

Phosph晶，tidylcholine and PE were hydrolyzed by snake venom phospholipω8 
A for the de句，rmin抗ionofもhefatもyacid distribution b的weenぬ白色wopositio回 .

Saturated fatも'yacids were predominantly prese前前もheα・倒防rposition， 品nd
unsatur晶もedfatty 晶cids，e.g. octadeωnoic acid e色c.were al白opresent. Oc伽de-
曲 noic，ei∞senoic， eico帥 pent腕 noicand docosahex腕 noicacid were the main 
components of七he(J-at旬。:hedおももy 晶cids.

The fatもyacids of目phingomyelinωmpriseda large晶mountof初旬'acosenoic
acid， with a smalI amounもofmirおもic，palmiもic乱nddoco鵠 noic晶cid.

緒言

腎臓複合脂質の研究は陸上動物に関するものは多いが，水産動物のものについては少ない。 Javil1iぽ

らリはハト・カエル・シロネズミ・モルモットおよびウマの腎臓リン脂質の量を，また Tumぽ勾はネ

コ・ウシ・ヒトの腎臓脂質のヨウ素価を測定している。 Thannha凶ぽらめは正常なヒト腎臓， B100rの

はウシ腎臓のリン脂質およびフォスファチジルコリン(以下 PC)，アミノリン脂質(以下 amino-PL)，

スフィンゴミエリン(以下 SPH)の含量を，また牧田・山川ら 5-6)はヒト腎臓グリコリピド・グロポ

シドについて報告している。

魚類の臓器脂質については肝臓脂質の報告が多く，他の臓器脂質に関するものは少ない。新聞りは

天然ニジマスの臓器脂質，著者らはサケ心臓め，ギンザケ・ベニザケ牌臓の，マス肝臓酔11)，カラフト

マス腎臓向の複合脂質，また片岡均はマグロ腎臓脂質について報告している。

今回は， ベニザケ腎臓からグリセロリン脂質とスフィンゴ脂質を得，さらにグリセロリン脂質はケ

イ酸カラムクロマトグラフィーにより分別し，得られた溶出脂質より PCはアルミナカラムクロマト

グララフィーで精製， フォスファチヲルエタノールアミン(以下 PE) はアンモニア処理ケイ酸カラ
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ムクロマトグラフィーで分別し， それぞれの性状， 構成脂肪酸組成， および蛇毒を用い PC.PEの

QI'β 位結合脂肪酸を検討した。エ{テJレ不溶函分，およびケイ酸カラムクロマトによって得られた粗

SPHは冷ケン化後，アルミナカラムクロマトグラフィーにより精製，その性状・構成脂肪酸組成につ

いて検討した。

実験および結果

分析法: ヨウ素価は Wijs法， PはFiske-Subbarow法， NはMicroKieldahl法， コリンはBe叫ie

法的，アミノ酸はセリンとし，アミンはエタノールアミンとして Nojima-Utsugi法話人スフィンゴシ

ン-Nは Mckibbin-Taylor法16人 アルデヒドは Wi枕佃bぽgちの方法め， また糖はAnthrone法で

定量を行なった。脂質の同定は薄層クロマトグラフィ- (以下 TLC) Iとより， リン脂質の検出には

lON-H2S0" Hans-lsherwood試薬，アミノリン脂質にはニンヒドリンーアセトン溶液，糖脂質にはア

ンスロンー硫酸溶液を使用した。 脂肪酸組成は塩酸ーメタノール法でメチルエステルとし， 日立 F6-D

型昇温ガスクロマトグラフィーにより測定，算出した。リン脂質の IRスペクトルの測定は KBr錠剤l
法により，光研 DS-301型赤外分光光度計で行なった。

民料 1967年6月7日， N560""570， W1750""1770 の海域で漁獲されたベニザケ [Oncorhynchus 

ne1・ka(Wa1baum) ]から採取， -20oC fL冷凍貯蔵した腎臓。

脂質の抽出: 肉挽機で細砕した上記試料 11.2kgをアセトンで数回抽出し，抽出液を合し N2気流

下減圧濃縮， 残留物よりエーテル抽出物 2Z7.5gを得た。 アセトン抽出残潰は CHCls-MeOH(1:1) 

で抽出し，得ちれた C-M抽出物を前記エーテル抽出物と合した後アセトン分画し，アセトン可務部

174gを得Tこ。不溶部はエーテルで処理し，エーテル可溶の粗グリセロリン脂質 98.5g，不溶の粗スフ

ィンゴ脂質 3.5gを得た。

グリセロリン脂質の糟製: 粗グリセロリン脂質中に混在する非脂質性物質を除去するため Bevan

ら紛の方法に従ってセルロ{ズカラムクロマトグラフィーを行なった。すなわち，粗グリセロリン脂

質 34.7gを CHCls-EtOH-H20 (800・200:25)の 1096溶液とし，セルロ{ズーパウダー(Whatman

cellulωe powder， ashl蜘 grade)のカラム (210g，3. 6 x 64cm)に注入， さらに同溶剤 1，130mlで溶

出し， 23.0 g (収率 85.196) の全グリセロリン脂質を得た。粗および全グリセロリン脂質の性状を

Table 1 IL:示す。

グリセロリン脂質のケイ酸カラムクロマトグラフィー: 全グリセロリン脂質のケイ酸カラムクロマト

グラフィーは， C-M混合溶出剤の組成比を変える乙とにより行なった。ケイ酸 (Ma1linkrodt，100 

T晶，ble1 Properties of crude and total glyceropho日，pholipids
of red日l晶.monki血ey

CGPL市 TGPL*ホ

P (%) 
N (%) 
Choline (%) 
Et(OH)NH. (%) 
Serine (%) 
Sph-N (%) 
Aldehyde (%) 
Sug晶，r(%) 
10必neno. 

3.16 
4.23 
9.13 
1_40 
5.27 

0.05 

3_61 
2.87 
13.00 
1_67 
2.28 
0.38 
0.26 
0.36 
104.5 85.7 
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1971] 小川外:ベニザケ腎臓の複合脂質

m田h.reagent grade) を MeOHで洗糠し，ゲJレ状の微粒子を傾斜によって除去した後， 吸引減過，

さらに N2気流下で MeOHを溜去した。使用に先立って1l00C.24時間活性化した。

全グリセロリン脂質 10.097gを 20mlの CHClsIL溶解し， ケイ酸カラム (395g. 3. 6 x 76 cm) 

に注入した後. CHCls• Me2CO. CHCls-MeOH (8:2)， (7:3). (6:4). (3:7). MeOHで順次溶出，

溶出液は 25mlずつ捕集， それぞれの溶出脂質量および P量より溶出曲線を求め (Fig.1)， 9画分

IL分別した。各溶出圏分は TLC，分析値によって検討した。

Yield 
(mg) 

400 

300 

C-M 

C~ーA ー......8:2同 7:3.....6:4-ー... 3:7 -M一一-M一一一一一+

P 

Yield 

C : CHCI. 

A: Me.CO 

M: MeOH 

P 
(mg) 

8.0 

6.0 

200 ~ 11 ! III ~ 4.0 

100 t 1 ! iI ~\ :1\ '¥ 1"'¥ ~ 2.0 

。 、.'W""-::_..ー::=-J 0 

Tube no. 50 100 150 200 250 300 

Fract. 骨一 1 ・+・-2 -Þ'+ 3~・ 4 +-5...- 6ーー.... ー 7.......8H-一一 9 --+  

Fig. 1 Fractionation of glyceropho唖pholipid自 ona siIicic品。idcolumn (1) SiIicic acid 
column: 395 g， (3.6 x 76 cm) Each fraction: 25 ml 

内閣噛即

喝lT 喧'

e 
~ 

@ 

1...-...-=鋼@偶蹄@ -a伺翻 ~働

Fr. 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 4 5 6 7 8 9 
Solvent (1) Solvent (2) Solvent (3) 

Fig.2 Thinlayerchrom晶もogr叩 l自ofphospholipidsfractiona句don晶 silicicacid column (11) 
Pla句 Wakogel B.O， activated 抗 1100Cfor 60 min. 

Solvent sy自色em:(1) Hexanefetherfaceもicacid (90:10:1) 
(2) Chloroformfmethanolfacetic品cidfw品総r(75:20:1 :2)乱.nd(3) (25:15:4:2) 

Detection: ION.H2SO， 
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Table 2 Fraωionation of glyoerophospholipids on品目ilicicacid column (111) 

Fra叫 Solven色 Yield (%) P N 
(g) (%) (%) 

1 1-35 CHCla 0.126 1.2 
2 36-69 Me2CO 0.802 7.9 1.81 0.98 
3 70-97 び M(8:2) 1.695 16.6 3.60 1. 88 
4 98-105 C-M(7:3) 0.197 1.9 4.05 2.96 
5 106-129 C-M(7:3) 0.484 4.7 
6 130-183 C-M(6:4) 2.897 28.4 3.74 1. 93 
T 184-227 2.233 21. 9 3.30 2.96 
8 228-235 MeOH 0.324 3.2 3.59 3.17 
9 236-297 MeOH 1. 449 14. 2 4.01 2.73 

*C; CHCl. M; MeOH 

Fig.2. Table 2 Ir.示すようIr.. Fr.1は TLC(Solvent 1)で上端に上り，且つ Liebermann.Burchard

反応で赤色を呈するのでステロールエステルと考えられる。 Fr.2はTLCでは遊離ステロールのスポ

ットを示したが，なお原点Ir.残るものが多く 2段展開法によって検討したと ζ ろ. PC .PEとは異

なる Rf値をもっニンヒドリン・コリン・糖陰性のリン脂質が検出された。 Fr.3を TLCで検討し

たと ζろ，アセトンで溶出された Fr.2 Ir.混在しているものと類似のリン脂質の存在も認められたが，

ζの画分の主なものは TLC，分析値からは PE.PS(フォスファチラルセリン)を含有する amino-

PLであると考えられる。 Fr.4・5は TLCの結果が類似しているので合して amino-PL画分とした。

乙の画分は P量に比べて， N量が多い。 Fr.6は TLCの結果から PC画分と推定される。 Fr.7はス

フィンゴ脂質， Fr.8は原点Ir.残るものが多く，酸化重合物の存在が推定される。 Fr.9は Fr.8と同

様原点Ir.残るものもあるが， lyso-PCのスポットも認められた。

フォスファチジルコリン PCの調製は Hanahanらlll}のアルミナクロマトグラフィー法に従った。

すなわち，ケイ酸カラムクロマトグラフィーによって得られた Fr.6. 2.157 gを無水エタノールで

処理した結果，可溶部1.845g(収率 91%)を得た。 ζれを 95%EtOHの 10%溶液として 47.5g

(2.2XI4cm)のアルミナカラム (Merck. クロマトグラフ用， 400oC， 2時間活性化)に注入し， さ

らに同溶剤 300rnlで溶出し，溶出物1.428 gを得た。さらに溶出物をアセトン処理し. 1.243g (収

率 67.4%)の PCを得た。乙のものは Table3 11:示す分析値.， TLCおよび IRスペクトル(Fig.3)

の結果より純粋な PCと考えられる。 PCの脂肪酸組成を Table411:示す。

Table 3 Properties of kidney phospholipids 

P伊 I. PE I SPH-l I SPH-2 
P (%) 3.14 
N (%) 1.55 
Choline (%) 14. 66 
E色(OH)NH，(%) 
Serine (%) 
Sph-N (%) 
Aldehyde (%) 0.20 
lodine no. 
N/P molar ratio 1.01 

PC; Phosph晶tidylcholine 
PE; Phosphatidyl eもh晶.nolamine

SPH; Sphingomyelin 

3.91 
1. 59 

4.57 
0.12 

0.08 

0.90 

一162ー
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4000 3000 2000 1500 1000 600 

Wave number (cm-1) 

Fig. 3 IR spec回 ofki品目'yphospholipids， pr棚 edin KBr 

T晶ble4 Fatty品。idωmpositionof phospholipids (%) 

Cm:n*一一1 町 PE I SPH-l I SPH-2 
14:0 1.7 0.7 19.6 3.8 
14:1 0.2 
14:2 (15:0) 1.0 0.3 0.6 
15:1 0.2 0.6 
16:0 38.8 26.4 18.4 2.7 
16:1 4.1 3.0 
16:2((11T:o1) ) 0.9 2.7 0.7 
16:3 (17: 0.6 1.3 
18:0 2.7 7.5 0.9 4.6 
18:1 27.8 21. 7 

18:2((1189:o8) ) 0.9 1.0 
20:0 (18: もr 0.4 0.2 
20:1 5.3 9.9 
20:2 0.7 0.7 
20:4 4.1 
20:5 (22:0) 3.7 6.2 0.9 
22:1 2.3 2.3 5.3 
22:2 0.4 0.5 

鎗 s ((((u包包包444o28 0 0 ) 
0.8 0.5 0.6 

22:5 (24: 3.3 0.4 55.1 83.6 
22:6 (24: 4.6 11.2 

0.9 0.6 

No句;HITACHI F6ーDg晶schromatograph; DEGSω，lumn (2ωcm length 
and 3 mm I.D.); Column旬mp.2050C， injec飴rぬmp.3∞。C，N. gas 
fl.ow ra旬 60mlJmin.， H2 0.6 kgJcm2， a詮1.2kgJcm2 

* m; Number of carbon晶句m自 n; Number of double bonds 
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アミノリン脂質: ケイ酸カラムクロマトグラフィーにより得られた Fr.3. 1. 364 gをアセトン処理

して得た不溶部1.098 g (収率 80.596) は TLCの結果および分析値 (P:3.9496. N: 1. 9496)より

PE. PSよりなる amino-PL画分と推定されるので Spitzerら町の方法に従ってアンモニア処理

ケイ酸カラムクロマトグラフィーにより分別した。すとEわち， ケイ酸 107gを 196アンモニア含有

CHCls-MeOH(4:1)で処理して，アンモニア処理ケイ酸カラムを調製し，不溶部1.058 gをC-M(4:1)

5mJ K溶解しカラムに注入，さらに同溶剤 720mJ，ついで MeOH 540mJで溶出し 2画分に分別し

た。 C-M(4:1)溶出部はアセトン処理し，アセトン不溶部 0.398g (収率 37.696)を得た。 (Fr.3-1)

MeOH溶出部はアンモニアおよび水溶性の非脂質の存在が考えられるので C-M(2:1)K溶解し，

純水に対し透析， CHCls層を集め溶剤を溜去，アセトン処理して不溶部 0.316g(収率 29.896)を得

Tご。 (Fr.3-2)

Fr. 3-1は TLCでニンヒドリン陽性の 1スポットを与え， Table 3の分析値， Fig.31と示す IRス

ペクトルよりほぼ純粋な PEと考えられる。 Fr.3-2の分析値は P:3. 7296. N:2.5996で， TLC Iとよ

り検討したととろ， ζのものは数種のニンヒドリン陽性リン脂質の混合物であり，イノシトールリン

脂質は認められなかった。 PEの脂肪酸組成を Table4 K示す。

PCおよび PEの α.s位の脂肪酸 DeHaasら町の方法に従って行なった。すなわち，試料50mg

を 50m1のエチルエ{テルに溶解し，Crotalus adamanteus毒 5mgを 5mM-CaChの 1m1溶液

として加え， 300Cで PCは2時間， PEは24時間反応きせ，反応の終了は TLCで確認し， 反応生

成物はケイ酸カラムクロマトグラフィ -1とより分別した。すなわち， PCの場合はエーテルで βー脂肪

酸.MeOHで/I:.ly田 PCを溶出し， PEの場合エーテルで β脂肪酸， CHCls-MeOH(9:1)で末分解の

PE， MeOHで/I:.lysoPEを溶出分別した。 βー脂肪酸はジアゾメタン法 lとよりメチル化し. /I:.lyso 

Pc. /I:.lyso PEの脂肪酸は塩酸ーメタノール法によりメチル化し， GLC Iとより検討した。結果を

Table 5 K示す。

Table 5 Posiもion品1distribution of fl晶tty品。idsof phosph晶tidyl
choline and phosphatidyl e七hanol~mine (%) 

PC PE 
Cm:n 

a P α p 

14:0 0.4 0.9 0.2 0.2 
14:1 0.2 
14:2 (15:0) 0.2 0.3 0.2 0.2 
15:1 0.1 tr もr
16:0 26.9 7.7 23.2 1.4 
16:1 2.5 1.8 1.5 0.4 
16:2((1T:o1) ) 0.7 0.1 1.1 1.5 
16:3 (17: 0.1 0.2 0.7 0.1 
18:。 2.3 0.1 3.5 0.2 
18:1 9.3 30.2 9.3 7.9 
18:2 0.4 0.5 0.2 
20・o(18:3) tr もr
20:1 1.9 4.8 0.1 5.3 
20:2 色r 3.4 0.6 
20:3 0.3 2.3 
20:4 0.2 5.4 
20:5 tr 2.1 1.7 8.3 
22:1 0.3 0.3 
22:2 0.3 0.5 0.4 
22:5 (24:1) 3.3 0.2 0.4 
22:6 2.7 0.6 18.1 
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スフィンゴミエリン: エーテル分画によって得られたスフィンゴ脂質画分より冷ケン化後， アルミ

ナカラムクロマトグラフィー法によって SPHを得た。すなわち，1.557gのエーテル不溶画分を

CHCls 32 ml !r.溶解し， 1N-KOHメタノール溶液 32mlを加え， 370C. 22時間ケン化し，ケン化

終了後 6N-HClで pH4.6とし，透析チューブ!r.入れ純水!r.対し透析， 終了後 CHCls層を集め溶

剤濯i去，残留物をエーテル処理し，粗スフィンゴ脂質 o.782 gを得た。 TLCで検討したと ζ ろ， ζ

の脂質中!r.はアンスロン陽性の糖脂質は認められず， SPHのみが検出された。 乙の結果と分析値

(P:3.3696. N:4.0296)より， ζのものは粗 SPHであると判定し，さらに， ζの粗 SPH0.753gを

Ligroin -CHCls-MeOH (1 : 1 : 1)に溶解し，アルミナカラム(15g. 1. 5 x 9 cm， 400oC. 1時間活性化)

に注入，さらに 210mlの同溶剤で溶出し. 0.692gの溶出物を得た。 ζのもの 0.545gをアセトン

処理し，酢酸エチルで再結晶して.0.445 gの精製 SPHを得た。 ζのものの IRスペクトルは Fig.3

!r.示すように，エステル結合に帰属される 1767-1727cm-1の吸収帯は完全に消失，アマイド結合に

帰属される 1680-1630，1570 cm-1の吸収帯が認められる。また，Table 3 !r.示す分析値および TLC

の結果からも純粋な SPHと考えられる。 (SPH-1)

ケイ酸カラムクロマトグラフィーによって得られた Fr.7，2.108 gも同様の操作で精製し， 0.731 g 

(収率 34.596)の精製 SPHを得た。分析値 (Table3). TLC， IRスペクトル (Fig.3)の結果より

純粋な SPHと考えられる。 (SPH-2)

スフインゴミエリンの構成成分 SPHの加水分解は藤野ら拍}の方法に従った。脂肪酸については

GLC，スフィンゴシン塩基は TLCにより検討した。すなわち， 105 mgの SPH-2を4.2mlの 1096

硫酸含有メタノールと 8時間還流，一夜氷室に放置した後，石油エ{テルで脂肪酸メチルエステルを

抽出，石油エーテル層は水洗・乾燥後， 溶剤jを溜去し 39mgの脂肪酸メチルエステルを得た。洗糠

液は MeOH層!r.合し， ζのものに 4N-NaOHメタノ'ール溶液を加え微アルカリ性とした後， シロ

ップ状になるまで濃縮後， 氷室に保ち， 生じた析出物を減去，析出物は EtOHで洗糠，漉液と洗液

を合して酢酸で pH4.0とし，氷室に一夜放置，生じた析出物を遠心除去，上澄液を飽和 NaOHで

pH9.5とし，エーテル抽出を行ないスフィンゴシン塩基 14mgを得た。乙のものを CHCls/MeOH

/HaO (65: 25: 4)を展開剤とし， 0.0496 BPB水溶液を検出剤として TLCで検討したと ζろ，藤野ら

のいうスフィンゴシンに該当するスポット (Rf値 0.40-0.48)が認められた。スフィンゴシン抽出

残誼はさらに濃縮し， 9596 EtOHで抽出， 抽出液を濃縮し，残留物を Levine-Chargaff法により定

性的にコリンの存在を確認した。また， SPH-1， 48 mgより同様にして脂肪酸メチルエステル 18mg，

スフィンゴシン塩基 3mgを得た。スフィンゴシン塩基を TLCで検討し，スフィンゴシンのみであ

るζ とを確認した。 GLCIとより検討した脂肪酸組成を Table4 !r.示す。

考察

ベニザケ腎臓の脂質含量は組織に対し中性脂質1.696，複合脂質 0.996で， ζの結果とサケ・マス

類の臓器脂質含量を比較してみると， Table 6に示すように臓器の脂質含量は魚種・年令・漁期によ

って差があるが，一般に腎臓の脂質含量は他の臓器に比して少ない。多脂肪魚の部類にはいるサケ・

マス類の脂質含量は筋肉・肝臓・幽門垂に多く，心臓・牌臓・腎臓には少ない。脂質含量の多い筋肉

や臓器にはトリグリセライドが多いが， ζのものは魚種・年令・漁期・によって差がみられる。とれ

に対して機能脂質と呼ばれるリン脂質は脂質含量の多少にかかわらずその占める割合は小さく， 魚

種・年令・漁期による変動も小さい。

ThannhauserS>はヒト腎臓リン脂質の PC.amino-PLおよび SPH含量の比(重量比)が PC1 !r. 

対して amino-PL 0.8， SPH 0.2であるとし， また片岡均はマグロ腎臓は PC1 !r.対して amino-

PL 0.5， SPH 0.7， セレブロシド1.7の割合であると報告している。ベニザケ腎臓も PC.amino-
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T'able 6 Comparison of Iipid∞n旬叫 wi池田晶lmonviscera (%) 

Vis悶晶 Fish I T伽 llip地 INeutral均地 |ωnj・均地

E師同 Chum salmon8) 3.9 2.5 1.4 
Liver Salmon (0. mω00)1削 8.1 6.6 1.6 
Spleen Silver salmon'・》 3.2 

Red salmon9l 2.6 
Kidney Red salmon事 2.5 1.6 0.9 

Rainbow trout7l 5.7 

* Presen色白色udy

PL.SPHが主成分であるが，全グリセロリン脂質のケイ酸カラムクロマトグラフィーの溶出曲線か

ら求めた比は， PC画分 11L対して amino-PL画分 0.9，SPH画分 0.8であり， マグロ腎臓でも

SPHが多いがベニザケも同様の傾向が見られた。 また， エタノールアミンリン脂質・コリンリン脂

質ともにアセタール型が微量ながら存在している。

片岡19)はマグロ腎臓中IL糖脂質が相当量ある乙とを報告しているが，ベニザケ腎臓ではエーテル不

溶のスフィンゴ脂質画分には糖脂質は見い出きれなかったし， またエーテル可溶のグリセロリン脂質

画分に混入しているスフィンゴ脂質画分にも検出きれなかった。それゆえ，ベニザケ腎臓に糖脂質が

存在するか否かについては今後さらに検討する必要があろう。

構成脂肪酸についてみると，一般に陸上動物のグリセロリン脂質の脂肪酸はトリグリセライドIL比

して不飽和脂肪酸が多いが，魚類の場合，脂肪酸組成はトリグリセライドとグリセロリン脂質との聞

では陸上動物ほど大きな差は見られない。

ベニザケの PC'PEの構成脂肪酸はパルミチン酸 (16:0)・オクタデセン酸 (18:1)が主な成分で，

ステアリン酸(18:0)・エイコセン酸(20:1)，高度不飽和脂肪酸としてエイコサペンタエン酸(20:5)・

ドコサヘキサエン酸 (22:6)が存在するが， PEは PCよりも高度不飽和脂肪酸含量が大である。また，

陸上動物と同様 PE'PCともに a位には飽和脂肪酸が多く， β位ILは不飽和脂肪酸，すなわちオクタ

デセン酸・エイコセン酸・エイコサぺンタエン酸・ドコサヘキサエン酸等が結合している。

陸上動物より得た SPHの構瑚旨肪酸として Thannhau田rS
)らはウシ肺臓からパルミチン酸・リグ

ノセリン酸，脳からステアリン酸，山J!Iら町はウマ赤血球からパルミチン酸，根岸~4) はウマ脊髄か

らネJレポン酸・パルミチン酸・ステアリン酸・ぺへン酸を得ている。魚類から得た SPHの構瑚旨肪

酸として著者らはカラフトマス腎臓l~) ではドコセン酸(22:1) が 8096 を占めること，ギンザケ・ベニ

ザケ牌臓;9)ではミリスチン酸・パルミチン酸・オクタデセン酸の多い ζ とを報告したが，ベニザケ腎

臓より得た SPHの構瑚旨肪酸はテトラコセン酸 (24:1)が主な成分であり，とくにエーテル可溶脂質

画分から得たものは 8396を占める。 Chebatareva町はベニザケ脳 SPHではテトラコセン酸が 8096で

あるとしているがζの点似ている。しかし，ベニザケのエーテル不溶脂質画分から得た SPHではテ

トラコセン酸 55.196， ミリスチン酸 19.696，パルミチン酸 18.496と前述のエーテル可溶画分から

得たものとは脂肪酸組成に差が見られる。 SPHの構成脂肪酸は飽和脂肪酸またはモノエン酸のみで，

特定の脂肪酸が多いのは動物の種類・臓器のいかんにかかわちず類似した傾向をもっている。との点

グリセロリン脂質およびスフィンゴ脂質の生体内での機能の差異を示すものとして興味がもたれる。

試料採取に当り御協力を賜った日魯漁業株式会社函館支社北洋部に厚く感謝いたします。
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